
災害医療体制   



新潟県中越沖地震への対応について  
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 地震発生  

新潟県が広域災害救急医療情報システム（EMIS）を災害運用に切替  
EMISにより全国のDMATに待機要請  
； のDMATが  ；．   1、上 ゝム  
日本医科大学千葉北総病院DMATにドクヘリでの派遣要請  
日本医大千葉北総病院（千葉県）【）MATがドクヘリで長岡赤十字病院着  
最初のDMAT（新潟市民病院）が刈羽郡総合病院へ到着  
病院支援、トリアージを開始  
刈羽郡総合病院から長岡赤十字病院へ自衛隊ヘリ（CH－47）で2名搬送  

厚生連村上総合病院が刈羽郡総合病院へ到着  
刈羽郡総合病院に患者が殺到していることを受け、新潟県カヽらの要請に  
よ旦」旦＿坦＿⊥旦皇道＿旦」  県のDMATは刈周、 ゝA  に  

よう要請（指導課経由）  

刈羽郡総合病院へ各地からDMATが集まり始める。  
左大腿骨開放骨折患者を刈羽郡総合病院から千葉北総病院のドクヘリで  
新潟県庁臨時ヘリポートヘ搬送（患者は救急車により新潟大学へ搬送）  

千葉北総病院ドクヘリのミッションの終了決定   

（この間15都県42チームが活動）   

災害急性期におけるDMATとしての活動は終了（発災から概ね48時間）   

3
 
3
 
 
 

1
 
1
 
 

0
 
2
 
9
 
 

5
 
0
 
1
 
 

15時以降  
15：45  

19：14  

7月18日（水）  
10：00  



N   

新潟中越沖地震への対応について  

EM］Sを通じてのDMAT待機のお願い  

→ 全国のDMAT隊員、救命救急センター、  

災害拠点病院、都道府県 等   

中越沖で大きな地震（震度6弓毒）がありました  荊Il／プ≡可ナIて⊥ TJt：ご／Tし／＼⊂ご■d・一しコ鷹戸竜＼／元ノニ又」〕」ココノトJ■ ■H㌧′／⊂Jヽヽノ†」○  

傷病者多数発生等可能惟がありますので、ニュース等を注視いただくとともに、DM祈の出動が必要となる可能   
性がありますので、病院において待機をお原軋、します。  



新潟中越沖地震への対応について  

EMLSによるDMAT活動状況の入力率  
平成柑年了月18日（月〉18時～18時  【新潟県中越沖地震】DMAT活動状況入力串  

障寿蘭幕別入力奉：全匿   
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時間帯   

丼2（〉07年7月18日新潟県中越沖地震発生後にDMAT活動状況入力を実施した医糠捜関数の時系列推移  
※対象医療機関：日本DMAT隊員養成研耀受講筐掛施投（255機関）   

くJ）  
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斬厚発第21号  

平成19年 7月2＄日  

内閣総理．大臣 安倍嘗三 棟  

新潟照厚生農業協同組合遇  

経営管理委員会会長＝ 制噌  

新潟厳原生愚弟協同組食違   

刈 羽 邸 総 合 請   

痛 院 長  ′ト 称  

新潟県申潜沖地慮への対応について御礼）   

謹啓   
盛夏の候、内閣経理大臣及び政府自民党におかれ宜しては、ますますご隆盛  

のこととお革び申し上げます。   

日頃から本会厚生連事業につきまして特段のご理解・ご高配を賜り、衷心よ  

り厚く御礼申し上げます。   

さてこ 7月1ら目に発生いたしました新潟県中越沖地裏におきましで地元新  

潟県柏崎市にごぎいま十本会のメ朋司郡絶食病院は地域基幹病院・災害地点滴院  

として早速救急愚者の受入れを開始し、診療態勢の趣備に努めたところであり  

ます。   

しかしながら、当院においても被災を受け、特にライフラインの停止により  

通常の診療機能に樗事が生じるなど過去にない大変な状況となり哀したこ  

こうしたなか、  臥こよる災宥柑医療チーム（DMAT）のご派遣及び戦援  

物資のご支捷軌迅速且つ適切な措置によりまして、何とか金箱をしのぐこと  

がで呑まLた．これも偏に安倍総理を始めとする疎密与党の皆様方によります  

格別なるご配意・ご支援の賜物と深く感軒申し上げます。   
これから、廃鍵訝捌こ向け組織を挙げてがんばっていく所存でありますので、  

今後とも変わらぬご文壇・ご理解を賜り・ますよう董ねてお顔い申し上げ、取り  

急ぎ辞礼の挨拶とさせていただきます8  

富藍白   
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○ 県から厚生労働省への派遣要請は当   

日の午後1時半  金
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○ 県としては既に何隊かが自主派遣で現  

地に向かっていた上、被災状況の把握途  
中で、判断材料をつかみきれなかった。  

O「要請後に出発したが、到着したら『午  
後3時頃までが戦場だった』と言われた。  
本当はそこにいなければならなかったの   

に」  
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O「結果的に無駄足になっても、迅速な  
要請が望ましい」とする声の一方で、  
「行政だけで必要性を見極めるには無  

理がある。専門家の後押しが必要だ」  用
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O「自主派遣の場合、費用負担をどう  
するのかが問題となる。要請があった  
方が（費用の問題がクリアされ）動きや  

すい。  
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お翌‖洩駕沌汚膚言裏彗恵三   虔逗幕間  旦声箆至芸  士珂‥野牽  命」罫  
⊂n   
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DMAT運用に関する今後の課題  
一新潟県中越沖地震での活動等を踏まえて－  

○ 派遣要請の方法等の問題（初動体制の確立）   

→ 都道府眉からの二薪寿が凛凄車、遅い  

○ 統括DMATの役割   

→ 靡＃勿虜廟炒、邸好でない。彪好者のダガー∧紺邑必要  

○ 被災地への交通手段   

→ 炭災彪帝を走行すづためにぼ靡岩屋序が必要  

○ 被災地内での情報通信   

→ 刀皿九4rノ野やガ貴酬夢との盾≠乾蓼信方彦メj離し丁いない  

O EMISの諸問題   

一→ β肌r管屠メニューの好レ修子が居い  

○ ヘリコプター運用の諸問題   

→ 潜膠陽ヘクと声、クヘクの密教分超、屠讃方潜が不甥礎  

→ ドクヘグの広願書時の運：屏が不1軌酵  等々   



平成20年度予算案（新規事業）の概要  

1．災害医療調査ヘリコプター運用事業（案）  

（1）目 的   

地震等大規模災害発生時に、災害医療の専門家が、速や   
かにヘリコプターをチャーターして被災地に入り、被災地の   
医療に係る被害状況を把握し、被災都道府県や消防機関等   
の関係機関と連携し、情報の共有化を図ることにより、迅速   
かつ適切な医療の確保を図ることを目的とする。  

（2）補助対象   

独立行政法人国立病院機構災害医療センター  

・、」   



00  

2．災害拠点病院等活動支援事業（案）  

○防災訓練等参加費  

（1）目 的   

総合防災訓練の一環として行われる広域医療搬送実働訓練や国民保護訓練など国又は   
国と地方公共団体との合同で実施される防災訓練等へのDMATの参加を促進することを   

目的とする。  

（2）補助対象   

都道府県からDMAT指定医療機関として指定を受けた病院の開設者  

（3）基準額   

厚生労働大臣が必要と認めた額  

（4）対象経費   

旅費、需用費（自動車借料、燃料費）  

（5）補助率   10／10   



O DMAT活動貴  

（1）目 的   

災害発生時に被災都道府県又は厚生労働省から派遣要請を受けたDMATが、被災地にお   

ける、災害現場での医療、病院支援、患者搬送等の災害急 性期での医療の確保のための活   

動を有機的かつ効果的に実施できるよう支援することを目的とする。  

（2）補助対象   

都道府県の指定を受けたDMAT指定医療機関の開設者が行うDMAT活動に対して都道府   
県が補助する事業  

（3）基準額  

厚生労働大臣が必要と認めた額  

（4）対象経費   

報酬、給料、職員手当等、旅費、需用費（消耗品費、医薬材料費、医療用消耗品費、自動車   
借料、燃料費、食糧責）、役務責（通信運搬車）  

（5）補助率   1／2（国1／2、都道府県1／2）  

q）   



El本DMAT活動要領の見直し  

見直し（素案）  現 行  
（派遣要請）   

（派遣要請）  

・DMATの派遣は、被災地の都道府県からの要請に  
基づくものである。  

・緊急でやむを得ない場合、厚生労働省、都道府県等  
は、被災地の都道府県の要請がなくとも、医療機関の  
自発的な活動に期待した要請を行うことができるものと  

する。  

（統括DMAT）  
・DMATの運用に関する専門的知見を持ち、厚生労  
働省に認定されたものとする。  
・日本DMAT隊員養成研修において指導的役割を果  

たす。  
・災害時においては、DMATの運用の指導的役割を  
果たし、責任者となるものである。   

（都道府県と医療機関の協定）  

・活動は、都道府県と医療機関等との間で締結された  
協定基づくものである。  

（費用の支弁）  

・都道府県との事前の協定に基づいて支弁されるもの  

とする。  

・災害救助法が適用され場合には、災害救助法による  

貴用の支弁が可能となる。  

L DMATの派遣は、被災地の都道府県又は厚生労働  
省からの要請に基づくものとする。  
※被災都道府県は統括DMAT、災害医療専門家の助言  
を得る。  
厚生労働省からの派遣要請は、被災地の都道府県か  
らの要請とみなすものとする。  
－ 被災都道府県のDMATは、一定規模以上（例：震度6  
弱以上の地震が発生した場合等）の災害が発生した場  

合は、都道府県又は厚生労働省の派遣要請に依らず、  
出動するものとする。（地域防災計画等に明記）  
一 県域を越えた出動基準は検討中  

・「医療機関の自発的な活動に期待した要請」は削除   

（統括DMAT）  

・役割、資格要件、具体的業務等を追記   
例：災害時、時間とともに変化する様々な局面におい   
て、関係する組織と連携・調整を図りつつDMATを   
統括する者   

（都道府県と医療機関の協定）  

・運用計画、協定書の雛形を例示   

（責用の支弁）  

・平成20年度新規事業（DMAT活動糞）を追記   
災害救助法が適用されない災害であって、被災都道  

府県又は厚生労働省が要請した場合（DMAT指定医   

療機関に限る）   




